
　　　　　　　主　　　文

一　被告株式会社ワイ・エス・パークニューヨーク及び被告株式会社五力工業は、
別紙商品目録１ないし２６記載の各表示を商品ヘアピンに付し、右各表示を付した
商品ヘアピンを販売してはならない。
二１　被告株式会社井田両国堂及び被告株式会社高島屋は、別紙商品目録１ないし
２６記載の各表示を付した商品ヘアピンを販売してはならない。
２　同被告らに対し、右各表示を商品ヘアピンに付することの差止を求める原告の
請求を棄却する。
三　原告の被告らに対する金員請求を棄却する。
四　訴訟費用はこれを二分し、その一を原告の、その余を被告らの各負担とする。

　　　　　　　事実及び理由

第一　請求の趣旨
一　被告らは、別紙商品目録１ないし２６記載の各表示を商品ヘアピンに付し、右
各表示を付した商品ヘアピンを販売してはならない。
（訴状には、請求の趣旨として、別紙商品目録１ないし２６記載の各商品を「製
造」、販売してはならない、と記載されているが、右にいう「製造」とは、商品た
るヘアピンを作ることではなく、商品たるヘアピンに各表示をすること［不正競争
防止法二条一項一〇号参照］を意味することが明らかである。）
二　被告らは、連帯して、原告に対し、二〇〇〇万円及びこれに対する訴状送達の
日の翌日（被告株式会社五力工業［以下「被告五力工業」という。］及び同株式会
社高島屋［以下「被告高島屋」という。］については平成七年一月二八日、被告株
式会社ワイ・エス・パークニューヨーク［以下「被告ワイ・エス・パーク」とい
う。］については平成七年一月二九日、被告株式会社井田両国堂［以下「被告井田
両国堂」という。］については平成七年一月三一日）から支払済みまで年六分の割
合による金員を支払え。
三　仮執行の宣言
第二　事案の概要
一　事実関係
１　当事者（争いがない）
（一）　原告
　原告は、美容室などで使用する特殊へアピンを除く、一般市場向けヘアピンを製
造、販売している（但し、右製造、販売につき、被告ワイ・エス・パーク、被告五
力工業、被告井田両国堂は、特定業者から製造委託を受けて製造し、供給している
にすぎないと主張する。）。
（二）　被告ら
（１）　被告ワイ・エス・パークは、別紙商品目録１ないし２６記載の各表示（以
下、全体を「本件表示」という。）を付した商品ヘアピン（以下、総称して「本件
商品」という。）の企画・立案を行い、総発売元として本件商品を販売してきた。
（２）　被告五力工業は、本件商品を製造してきた。
（３）　被告井田両国堂は、本件商品の卸売を行ってきた。
（４）　被告高島屋は、本件商品を、被告ワイ・エス・パークから仕入れて販売し
てきた。
２　原告の請求
　原告は、本件商品に付された本件表示は不正競争防止法二条一項一〇号に規定す
る「商品の原産地について誤認させるような表示」（以下「原産地誤認表示」とい
う。）に該当し、本件表示のうち外国国旗の使用は同法九条（外国の国旗等の商業
上の使用禁止）にも違反し、被告らによる本件商品の販売により原告は営業上の利
益を侵害されていると主張して、本件表示の使用及び本件表示を使用した本件商品
の販売の差止を求めるとともに、損害金二〇〇〇万円及びこれに対する訴状送達の
日の翌日から支払済みまで年六分の割合による遅延損害金を連帯して支払うことを
求めるものである。
３　なお、被告ワイ・エス・パークは、平成七年一月一〇日、公正取引委員会から
口頭で、商品の原産国に関する不当な表示（昭和四八年一〇月一六日公正取引委員
会告示第三四号。以下「告示第三四号」という。）に該当するおそれのある表示を
しているとして、警告を受けた。被告らは、平成七年一月三一日をもって、本件表



示のうち外国国旗の表示の使用を中止し、その後は、これらの表示を変更した表示
を付した新商品を販売している。
二　争点
１　本件表示は、原産地誤認表示に当たるか。
２　原告は、被告らによる本件商品の販売によって損害を被ったか。被ったとすれ
ばその額いかん。
第三　争点に関する当事者双方の主張
一　争点１（本件表示は、原産地誤認表示に当たるか）について
【原告の主張】
１　本件表示は、①外国国旗が付され（不正競争防止法九条により禁止されてい
る。）、②表示の主要部分が外国語（英語）で表記され、③「ＰＩＮ　ＯＦ　ＴＨ
Ｅ　ＷＯＲＬＤ・・・ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ」、「世界のヘアピンコレクション　
世界で初めて……世界中のピンを集大成」、「ＰＩＮ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ
　世界のヘアーピン」と表記されている、というものであるところ、このような表
示は、消費者に世界各国で使用されているヘアピンを世界中から輸入して集めたも
のであるとの誤認を生じさせるに十分なものである。しかも、本件商品について
は、「日本製」であることを明記した表示を確認することはできない。
　以上を総合すると、本件表示は原産地誤認表示に当たることが明らかである。
　被告らは、本件表示はヘアピンの「タイプ」を示す表示である旨弁解するが、
「アメリカンタイプ」のように「国名＋タイプ」の表示だけであるならともかく、
本件表示は、右①ないし③のようなものであるから、右のような弁解が通用する余
地はない。
２　不当景品類及び不当表示防止法四条三号は、「・・・商品又は役務の取引に関
する事項について一般消費者に誤認させるおそれがある表示であって、不当に顧客
を誘引し、公正な競争を阻害するおそれがあると認めて公正取引委員会が指定する
もの」の表示を禁止し、これを受けて告示第三四号は、商品の原産国に関する不当
な表示として、
「国内で生産された商品についての次の各号の一に掲げる表示であって、その商品
が国内で生産されたものであることを一般消費者が判別することが困難であると認
められるもの
①　外国の国名、地名、国旗、紋章その他これらに類するものの表示
②　外国の事業者又はデザイナーの氏名、名称又は商標の表示
③　文字による表示の全部又は主要部分が外国の文字で示されている表示」
と規定している。
　不正競争防止法と不当景品類及び不当表示防止法は、ともに公正な競争を確保す
ることを立法目的としているから、告示第三四号は、不正競争防止法二条一項一〇
号（原産地誤認表示）を解釈するに当たってもそのままあてはまるものと解され
る。
　そして、前記第二の一３のとおり、被告ワイ・エス・パークは、平成七年一月一
〇日、公正取引委員会から口頭で、本件表示は告示第三四号が規定する商品の原産
国に関する不当な表示に該当するおそれがあるという理由で、警告を受けた。
　被告らは、口頭での警告は軽微な違反被疑事件に対して行われるものであると主
張するが、公正取引委員会による違反行為の認定と中止を求める意思表示が存する
ことは疑いがない。
３　被告ワイ・エス・パークは、平成七年一月三一日をもって本件表示を付した本
件商品の販売を中止したが、本件表示が原産地誤認表示に当たらないと考えるなら
売行きがよかった本件商品の販売を中止するはずがないから、この販売の中止は、
被告ワイ・エス・パーク自身、本件表示が原産地誤認表示に該当することを認めた
からにほかならない。
【被告らの主張】
１　本件表示中、外国国旗は、原産地を示す表示ではなく、それぞれのヘアピンの
「タイプ」を示す表示である。
　すなわち、ヘアピンの形状は、国・地域によって特徴があり、それぞれの特徴に
応じて、「アメリカンタイプ」「ヨーロピアンタイプ」と呼ばれており、このよう
にヘアピン業界においては、ヘアピンのタイプを表示する方法として国名を使用す
ることは通常行われているところであり、国旗も同様の趣旨で使用されているもの
である。特に、本件商品のうち、商品目録１、３、４、７ないし１０、１８、２１
ないし２５の各商品については、「イタリアンタイプ」「ブリティッシュタイプ」



「アメリカンタイプ」「フレンチタイプ」というように「・・・タイプ」という表
記も併せてしている（いわゆる「打消表示」）から、外国国旗を表示していても、
これが原産地を表示するものではなく、ヘアピンのタイプを表示するものであるこ
とは明確である。商品目録２、５、６、１１ないし１７、１９、２０、２６の各商
品については、右のような「・・・タイプ」という表記がないが、右の「・・・タ
イプ」という表記のある商品と同一の商品棚において販売されているので、外国国
旗の表示をみて、これらの商品だけ当該外国産であると判断する者はいない（「ア
メリカピン」について検乙第二ないし第四号証）。
　更に、本件商品を収納した透明の包装袋内に「能書き」（説明書）が入れられて
おり（各商品目録の裏面）、その説明書のほとんどのものには、製造元として被告
五力工業が英語で表記されており、しかも、「工業」の部分はそのままローマ字で
表示されているし、記載された被告五力工業の電話番号も一見して日本の電話番号
であることが分かるから、製造地が日本であることは自明になっている。
　したがって、本件表示は、原産地誤認表示には当たらない。
２　被告らは、公正取引委員会の警告を真摯に受け止めて、本件表示を付した本件
商品の販売を中止したにすぎず、原告が主張するように本件表示が原産地誤認表示
に該当することを認めたから販売をやめたというものではない。
　公正取引委員会の右警告は、口頭によるもので、軽微な違反被疑事件に対して行
われるものであって、文書警告や排除命令などとは程度が異なる。
３　被告らは、平成七年一月三一日をもって、本件表示を付した本件商品の製造販
売を止めたから、原告の差止請求は理由がない。
二　争点２（原告は、被告らによる本件商品の販売によって損害を被ったか。被っ
たとすればその額いかん）について
【原告の主張】
１　平成元年度から平成七年度にかけての、原告製造の一般市場向けヘアピンの売
上高の変遷は、次のとおりである。
平成元年度　一億二八一四万三五八四円
平成二年度　一億三二三六万〇二八二円
平成三年度　一億〇九六四万三七〇七円
平成四年度　　　九六二三万〇二九三円
平成五年度　　　八二五六万五一二〇円
平成六年度　　　七六〇〇万六八九〇円
平成七年度　　　八七四五万八〇九三円
２　被告らが本件表示を付した本件商品の販売を開始したのは平成二年ころであ
り、原告製ヘアピンの売上高がこのころを境に極端に落ち込んできていることが分
かる。
　もともと、ヘアピンの製造業界は、大阪の少数の業者で全国シェアのほとんどを
独占してきたもので、その中で、本件商品が出回るまでは、原告が約六〇パーセン
ト、訴外川北ヘアピン（八尾市）が約二〇パーセント、被告五力工業が約一〇パー
セント、その他の一ないし二社で約一〇パーセントという割合で分け合ってきた。
そして、このシェアの割合は、長期間さしたる変動がなかった。ところが、本件商
品の販売によって、被告五力工業のシェアは約四〇パーセントに急上昇したのに対
し、原告のシェアは急下降しており、原告は一般市場向けヘアピンの製造販売では
すでに利益を上げることができなくなった。
　したがって、被告らによる本件商品の販売によって、原告に損害が発生している
ことは明らかであり、その損害額は、二〇〇〇万円を上回るものである。
３　被告ワイ・エス・パーク、被告五力工業及び被告井田両国堂は、原告は他社か
らの製造委託を受けてヘアピンを製造しているにすぎず、自社ブランド製品の販売
により利益を得ているものではないから自らの販売利益は存しないというが、原告
は、自己の企画及び方針でヘアピンを製造しており、当然新製品の開発もするし、
販売のための営業活動も行っている。
【被告ワイ・エス・パーク、被告五力工業及び被告井田両国堂の主張】
１　原告は、他社（株式会社ラッキーコーポレーション等）からの製造委託を受け
てヘアピンを製造しているにすぎず、自社ブランド製品の販売により利益を得てい
るものではないから、自らの販売利益は存しない。
２　また、原告の主張するとおり原告製ヘアピンの売上げが減少し被告らの本件商
品の売上げが増加したとしても、以下のとおり、被告らが本件表示を使用した行為
との間に因果関係はない。



（一）　本件は、類似の商品表示による商品の混同が問題になっているのではない
から、本件商品の販売により、直ちに原告に損害が生ずるということにはならな
い。原告製ヘアピンの売上げが減少したとしても、それはひとえに原告の営業努力
の不足の結果であり、本件商品とは関係がない。
（二）　本件商品が人気商品となった原因は、本件表示にあるのではなく、被告ワ
イ・エス・パークの商品販売企画の独創性、優秀性にある。すなわち、被告ワイ・
エス・パークは、①個々のヘアピン毎に、「横ずれしにくい」とか「ピン先の浮か
ない」とかいう、髪の質や長さ、頭の形等に応じた要求を有する顧客に対して具体
的個別的にアピールする商品スローガンを表示した「アテンションシール」、及び
ヘアピンの用法・特徴・使用法についてイラスト入りで説明をした「能書き」を添
付し、②ヘアピンの単品をばらばらに販売するのではなく、五七種類にもわたるコ
レクションとして商品展開をし、店舗における販売に際してもその一五種類ないし
三五種類をワンセットにして一度に展示できるディスプレイ資材を使用して大々的
に販売を開始した。このような商品販売企画の独創性、優秀性により、従来マイナ
ーな商品でしかなく、雑貨店の片隅で販売されているにすぎなかったヘアピンが、
本件商品の場合はバラエティーショップの真ん中で堂々と展示販売されるメジャー
な商品になり、人気商品となって売上げが増加したのである。消費者が本件商品を
購入する動機は、商品自体の企画の優秀性からくる魅力、多くの商品の中から自己
に一番適したヘアピンを選択できることにある。
（三）　そもそもヘアピンの場合、そのほとんどが低廉なものであるため、外国製
と銘打っても、特にそのことで商品の付加価値が高まるということはない。バッグ
や化粧品とは異なり、外国製ということによる商品の魅力は存在しないのであり、
消費者は、ヘアピンの原産国がどこの国であるかということで選択しているもので
はない。
【被告高島屋の主張】
　本件表示が原産地誤認表示に該当しないことは別として、少なくとも本件商品の
販売と原告の売上高の減少との間には相当因果関係がないことが明らかである。
１　被告高島屋が、本件表示を付した本件商品を被告ワイ・エス・パークから仕入
れて販売したのは、平成四年五月から平成七年一月末日までであり、その間の本件
商品の仕入数量及び金額は、次のとおりである。
　平成四年五月～一二月　　　八五個　　一万八八八六円
　平成五年一月～一二月　　七一七個　一五万〇六〇八円
　平成六年一月～一二月　　五七三個　一一万四五五二円
　平成七年一月　　　　　　　三三個　　　　六八四〇円
　合計　　　　　　　　　一四〇八個　二九万〇八八六円
　このように、被告高島屋による本件商品の取扱量は極少量であるから、被告高島
屋が本件商品を取り扱ったことは原告の営業実績に何らの影響も与えていないこと
が明らかである。
２　被告高島屋は、平成七年二月からは、新商品を被告ワイ・エス・パークから仕
入れて販売しており、その仕入数量及び金額は次のとおりである。
　平成七年三月～一二月　五〇一個　九万六一五六円
　平成八年一月～　五月　二四六個　四万九二五五円
　この新商品の仕入数量及び金額と右１の本件商品の仕入数量及び金額との間に大
きな差異はない。被告高島屋は、従前より本件商品の在庫がなくなる毎に一〇個内
外ずつ仕入をしてきており、販売数量は仕入数量とほぼ等しいから、本件商品の仕
入数量と新商品の仕入数量に大きな差異がないということは、表示の変更があって
も販売数量に変化がないことを示しており、したがって、本件表示が本件商品の購
買誘因の大きな要素であるとする趣旨の原告の主張は理由がない。
第四　当裁判所の判断
一　争点１（本件表示は、原産地誤認表示に当たるか）について
１　本件商品（商品目録１ないし２６の各商品）に付された本件表示は、（１）透
明の包装袋の表面に貼られたシール、（２）商品であるヘアピンを入れた缶容器の
蓋及び（３）透明の包装袋の裏面側に入れられた説明書に表示されており、その内
容は次のとおりである。
（一）　商品目録１の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「イタリアンタイプ　⑬　横ずれしにくい　ボブピン」という文言とイタ
リア国旗が印刷されたシールが貼られている。



（２）　缶容器の蓋
　「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ」、そのすぐ右下に小さく「ＮＥＷ　ＹＯＲＫ」と記載さ
れ、更に下に「ＰＩＮ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ・・・・・ＣＯＬＬＥＣＴＩＯ
Ｎ」、小さく「ＦＲＯＭ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　ＰＲＯＦＥＳＳＩＯＮＡ
Ｌ　ＨＡＩＲ　ＡＲＴＩＳＴ　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥ　ＢＹ　５５５・・・ＩＳ
　Ａ　ＢＥＳＴ」といずれも英語で記載されている。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ世界のヘアピンコレクション」、
そのすぐ下に小さく「世界で初めて・・・・・・世界中のピンを集大成―５７種類
―」と記載され、そして、「このピンは・・・」「特徴」と題してピンの特徴が詳
しく記載されているほか、ピンの具体的な使用方法がイラスト入りで説明されてい
る。右下に、「Ｐｒｏｄｕｃｅｄ　ｂｙ　Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　ＮＥＷ　ＹＯＲＫ　
ＣＯ．，ＬＴＤ．Ｔｅｌ△△－△△△△－△△△△（代）」「Ｍａｎｕｆａｃｔｕ
ｒｅ　ｂｙ　５５５（ＧＯＲＩＫＩＫＯＧＹＯ　ＣＯ．，ＬＴＤ．）Ｔｅｌ△△△
△－△△－△△△△（代）」と記載されている。
（二）　商品目録２の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「ビッグサイズ　５６８　ピン先の浮かない　ドイツピン　ぬけにくい
（マロン＆ゴールド）」という文言とドイツ国旗が印刷されたシール、左下に「パ
ーティアップ＆シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼ら
れている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（三）　商品目録３の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「汗をかく時でもＯＫ　２７　絶対サビナイ　ブリティッシュタイプ＜エ
クササイズ用＞」という文言とイギリス国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（四）　商品目録４の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「アメリカンタイプ　⑲　ぬけにくい　ボブピン　＜太い髪・硬毛用＞」
という文言とアメリカ国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、
ピンの特徴として記載されている内容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は
異なる。）。
（五）　商品目録５の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「開かずに・・・押すだけで・・・頭皮にそって止まる　（５５）　大発
見　イタリアンピン　黒・栗毛色用」という文言とイタリア国旗が印刷されたシー
ルが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（六）　商品目録６の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「１７　超強力　スペシャル　ボブピン」という文言が印刷されたシー



ル、左上方にフランス国旗が印刷されたシール、左下に「パーティアップ＆シニオ
ンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ」、そのすぐ右下に小さく「ＮＥＷ　ＹＯＲＫ」と記載され
ている。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　ＰＩＮ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ」「Ｐｒｏｆｅｓｓｉ
ｏｎａｌ　ｈａｉｒ　ｓｔｙｌｉｓｔ　Ｙｏｕｎｇ―ｓｏｏ　Ｐａｒｋ　ｓｃｉｅ
ｎｔｉｆｉｃａｌｌｙ　ｆｏｒｍｕｌａｔｅｄ　ｔｏｔａｌ　ｈａｉｒ　ｃａｒｅ
　ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ｆｏｒ　ｐｒｏｖｅｎ　ｒｅｓｕｌｔｓ．」「Ｙ．Ｓ．ＰＡ
ＲＫ　世界のヘアーピン」「ピンは、髪を止める為に有り、その上ピンを見せる場
合とかくす場合が有りますので、小さなアクセサリーとしても使えます。目的に応
じて、あなたが上手に世界のピンを使い分けてください。」と記載されているほ
か、品名、商品説明、特徴、使い方、相談（アドバイス）の案内が記載されてい
る。
最下段に「発売元（株）ワイ・エス・パーク　ニューヨーク　〒１０６東京都港区
＜以下略＞　Ｔｅｌ△△－△△△△－△△△△（代）」「Ｐｒｏｄｕｃｅｄ　ｂｙ
　Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　ＮＥＷ　ＹＯＲＫ」「Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｄ　ｂｙ　Ｇ
ＯＲＩＫＩ」と記載されている。
（七）　商品目録７の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「フレンチタイプＡ―７　ぬけにくい　ボブピン〈細い髪用〉」という文
言とフランス国旗が印刷されたシール、左下に「パーティアップ＆シニオンができ
るイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　世界のヘアーピン」「世界で初めて・・・・世界中のピン
を集大成―３５種類―」と記載され、そして、「このピンは・・・・・」「特徴」
と題してピンの特徴が詳しく記載されているほか、ピンの具体的な使用方法がイラ
スト入りで説明されている。右下に、「発売元　Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　ＮＥＷ　ＹＯ
ＲＫ　ＣＯ．，ＬＴＤ」「Ｐｒｏｄｕｃｅｄ　ｂｙ　Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　Ｂｅａｕ
ｔｙ　Ｓａｌｏｎ」と記載されている。
（八）　商品目録８の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「ブリティッシュタイプＡ―１　ぬけにくい　ボブピン　〈ショートサイ
ズ〉」という文言とイギリス国旗が印刷されたシール、左下に「パーティアップ＆
シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録７の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（九）　商品目録９の商品について
（１）包装表面のシール
　右上に「ブリティッシュタイプＡ―２　ぬけにくい　ボブピン　〈ショートサイ
ズ・４色〉」という文言とイギリス国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録６の商品と同じ記載がある（但し、品名、商品説明、特徴として記載さ
れている内容は異なる。）。
（一〇）　商品目録１０について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「９　アメリカンタイプ　ぬけにくい　ボブピン　〈太い髪・硬毛用〉」
という文言が印刷されたシール、左上方にアメリカ国旗が印刷されたシール、左下
に「パーティアップ＆シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシール
が貼られている。



（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録７の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（一一）　商品目録１１の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「４３　アミカラーローラーを止める為のピン」という文言が印刷された
シール、左上方にイタリア国旗が印刷されたシール、左下に「パーティアップ＆シ
ニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録６の商品と同じ記載がある（但し、品名、商品説明、特徴として記載さ
れている内容は異なる。また、「Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｄ　ｂｙ　ＧＯＲＩＫ
Ｉ」との記載を除く。）。
（一二）　商品目録１２の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「Ｄ．ＰＡＴ．Ｐ　Ａ―３４　パーティシニオン　アップができる　１１
種類のピンゴム付セット　イタリアンピン」という文言とイギリス、日本、イタリ
ア、フランス、アメリカ、デンマークの各国旗が印刷されたシール、左下に「パー
ティアップ＆シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られ
ている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録７の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（一三）　商品目録１３の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「４４　アミカラーローラーを止める為のピン〈６色〉」という文言が印
刷されたシール、左上方にイタリア国旗が印刷されたシール、左下に「パーティア
ップ＆シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られてい
る。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録６の商品と同じ記載がある（但し、品名、商品説明、特徴として記載さ
れている内容は異なる。また、「Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｄ　ｂｙ　ＧＯＲＩＫ
Ｉ」との記載を除く。）。
（一四）　商品目録１４の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　右上に「４３　アミカラーローラーを止める為のピン」という文言が印刷された
シール、左上方にイタリア国旗が印刷されたシール、左下に「パーティアップ＆シ
ニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録６の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録６の商品と同じ記載がある（但し、品名、商品説明、特徴として記載さ
れている内容は異なる。）。
（一五）　商品目録１５の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「（７２）　アップ　一本止用　〈６色〉」という文言とアメリカ国旗が
印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内



容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（一六）　商品目録１６の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「５３８　かくしピン　止めると見えません　まげ・おくれ毛用　マロン
＆ブロンズ」という文言とフランス国旗が印刷されたシール、左下に「パーティア
ップ＆シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られてい
る。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（一七）　商品目録１７の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「Ｄ．ＰＡＴ．Ｐ（４６）　パーティーシニオン　アップができる　１１
種類のピン　ゴム・ネット付セット　３４ピース入り」という文言とイギリス、日
本、イタリア、フランス、アメリカ、デンマークの各国旗が印刷されたシールが貼
られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（一八）　商品目録１８の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「アメリカンタイプ５１９　抜けにくい　ボブピン　〈太い髪・硬毛
用〉」という文言とアメリカ国旗が印刷されたシール、左下に「パーティアップ＆
シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（一九）　商品目録１９の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「Ｄ．ＰＡＴ．Ｐ５４２　パーティーシニオン　アップができる　９種類
のピンゴム付セット　３０ピース入り」という文言とイギリス、日本、イタリア、
フランス、アメリカ、デンマークの各国旗が印刷されたシール、左下に「パーティ
アップ＆シニオンができるイラスト展開図入り」と印刷されたシールが貼られてい
る。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二〇）　商品目録２０の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「（２３）イタリアン　ファッションピン　ぬけにくい　ホワイト」とい
う文言とイタリア国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二一）商品目録２１の商品について
（１）包装袋表面のシール
　左上に「ブリティッシュタイプ⑪　ぬけにくい　ボブピン　〈ショートサイ
ズ〉」という文言とイギリス国旗が印刷されたシールが貼られている。



（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二一）　商品目録２２の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「ブリティッシュタイプ⑫　ぬけにくい　ボブピン　〈ショートサイズ・
４色〉」という文言とイギリス国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二三）　商品目録２３の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「ブリティッシュタイプ⑮　ぬけにくい　ボブピン　〈太い髪・栗毛色
用〉」という文言とイギリス国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二四）　商品目録２４の商品について
（１）包装袋表面のシール
　左上に「ブリティッシュタイプ⑯　ぬけにくい　ボブピン　〈太い髪用・４
色〉」という文言とイギリス国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二五）　商品目録２５の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「フレンチタイプ⑱　ぬけにくいボブピン　〈細い髪用・４色〉」という
文言とフランス国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
（二六）　商品目録２６の商品について
（１）　包装袋表面のシール
　左上に「ピン先が浮かない（３５）　ドイツピン　ぬけにくい　〈黒・栗毛色
用〉」という文言とドイツ国旗が印刷されたシールが貼られている。
（２）　缶容器の蓋
　商品目録１の商品と同じ記載がある。
（３）　裏面側に入れられた説明書
　商品目録１の商品と同じ記載がある（但し、ピンの特徴として記載されている内
容及びピンの具体的な使用方法の説明の内容は異なる。）。
２（一）　本件表示の内容について、右１に説示したところによれば、本件商品に
は、いずれも、透明の包装袋の表面に、外国国旗が端的にセールスポイントを示す
文言とともに又は単独で印刷されたシールが貼られており、しかも、右シールは、
その色彩、貼付位置により消費者の注意を惹くものであるところ、商品に右のよう
な態様で外国国旗が表示されている場合、当該商品が当該外国製であることを容易
に想起させるものであり、本件商品に接した消費者をして当該外国において製造さ
れたものと誤認させる可能性が高いものといわなければならない（それ故、告示第
三四号も、商品の原産国に関する不当な表示の一類型として外国の国旗を表示する



場合を指定しているものと解される。）。
　加えて、商品であるヘアピンを入れた缶容器の蓋には、被告ワイ・エス・パーク
の商号の要部が「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ」「ＮＥＷ　ＹＯＲＫ」というように英語で記
載され（商品目録１ないし５、１５ないし２６の各商品については、更に下に「Ｐ
ＩＮ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ・・・ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ」「ＦＲＯＭ　ＩＮ
ＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　ＰＲＯＦＥＳＳＩＯＮＡＬ　ＨＡＩＲ　ＡＲＴＩＳＴ　
ＭＡＮＵＦＡＣＵＴＲＥ　ＢＹ　５５５・・・ＩＳ　Ａ　ＢＥＳＴ」と英語で記載
されている。）、更に、透明の包装袋の裏面側に入れられた説明書には、「Ｙ．
Ｓ．ＰＡＲＫ　世界のヘアピンコレクション」、「世界で初めて・・・世界中のピ
ンを集大成―５７種類―」（商品目録１ないし５、１５ないし２６の各商品）、
「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　ＰＩＮ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ」「Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏ
ｎａｌ　ｈａｉｒ　ｓｔｙｌｉｓｔ　Ｙｏｕｎｇ―ｓｏｏ　ＰａｒＫ　ｓｃｉｅｎ
ｔｉｆｉｃａｌｌｙ　ｆｏｒｍｕｌａｔｅｄ　ｔｏｔａｌ　ｈａｉｒ　ｃａｒｅ　
ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ｆｏｒ　ｐｒｏｖｅｎ　ｒｅｓｕｌｔｓ．」「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲ
Ｋ　世界のヘアーピン」（商品目録６、９、１１、１３、１４の各商品）、又は
「Ｙ．Ｓ．ＰＡＲＫ　世界のヘアーピン」「世界で初めて・・・世界中のピンを集
大成―３５種類―」「商品目録７、８、１０、１２の各商品）と記載されており、
これらの記載は、消費者の前記のような誤認をいっそう強めるものというべきであ
る。
　この点について、被告らは、外国国旗は原産地を示す表示ではなく、それぞれの
へアピンの「タイプ」を示す表示であるとし、ヘアピンの形状は国・地域によって
特徴があり、それぞれの特徴に応じて、「アメリカンタイプ」「ヨーロピアンタイ
プ」と呼ばれており、このようにヘアピン業界においては、ヘアピンのタイプを表
示する方法として国名を使用することは通常行われているところであり、外国国旗
も同様の趣旨で使用されているものである旨主張する。
　確かに、ヘアピンについて、従来から「アメリカピン」等の呼び名があったこと
が認められるが（甲第一〇号証、検乙第二ないし第四号証）、これはピンの名称と
して一つの言葉を構成しているのに対して、外国国旗は国そのものを示すものであ
って、ヘアピンのタイプを表示するものとして外国国旗を使用することが一般的に
行われていると認めるに足りる証拠はないから、右主張は採用することができな
い。
（二）　もっとも、本件商品のうち、商品目録１の商品についてはイタリア国旗の
表示のほかに「イタリアンタイプ」との文言が、同３、８、９、２１ないし２４の
各商品についてはイギリス国旗の表示のほかに「ブリティッシュタイプ」との文言
が、同４、１０、１８の各商品についてはアメリカ国旗の表示のほかに「アメリカ
ンタイプ」との文言が、同７、２５の各商品についてはフランス国旗の表示のほか
に「フレンチタイプ」との文言が、それぞれ当該外国国旗が表示されているのと同
じ面（表面）において表示されているところ、被告らは、これらの商品について
は、外国国旗を表示していてもこれが原産地を表示するものではなく、ヘアピンの
タイプを表示するものであることは明確であると主張するが、右のような「・・・
タイプ」との文言は、例えば、「ｍａｄｅ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ」「日本製」「国
産」というような表示とは異なり、ヘアピンが当該外国製であることと相反するも
のではなくて両立しうるものであり、前示のとおり、ヘアピンのタイプを表示する
ものとして外国国旗を使用することが一般的に行われていると認めるに足りる証拠
はないこと、商品であるヘアピンを入れた缶容器の蓋及び透明の包装袋の裏面側に
入れられた説明書における前示のような記載を併せ考えれば、右のように外国国旗
の表示のほかに「イタリアンタイプ」「ブリティッシュタイプ」「アメリカンタイ
プ」「フレンチタイプ」との文言が当該外国国旗が表示されているのと同じ面（表
面）において表示されているからといって、外国国旗の表示が前示のとおり消費者
をして当該外国において製造されたものと誤認させる可能性を打ち消しあるいは減
殺させるものということはできないから、被告らの右主張は採用することができな
い。したがって、右のような「・・・タイプ」という表記のない商品目録２、５、
６、１１ないし１７、１９、２０、２６の各商品についてのこの点に関する被告ら
の主張を採用することができないことは明らかである。
　また、被告らは、本件商品を収納した透明の包装袋内に入れられた説明書のほと
んどのものには、製造元として被告五力工業が英語で表記されており、しかも、
「工業」の部分はそのままローマ字で表示されているし、記載された被告五力工業
の電話番号も一見して日本の電話番号であることが分かるから、製造地が日本であ



ることは自明になっている旨主張する。
　しかし、前記１に説示したところによれば、商品目録１ないし５、１５ないし２
６の各商品の説明書には、「Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ　ｂｙ　５５５（ＧＯＲＩＫ
Ｉ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯ．，ＬＴＤ．）Ｔｅｌ△△△△－△△－△△△△（代）」と
記載されているが、これは本件商品の裏面側に入れられた説明書の右下に小さく、
しかも英語で表記されているにすぎないのみならず、右記載自体日本製であること
を明確に表示しているとはいいがたいのに対して、外国国旗は透明の包装袋の表面
に貼られたシールに印刷されていて、右の表面を消費者に見えやすいように陳列す
ると考えられる通常の陳列状態においては、外国国旗の表示がその色彩、貼付位置
により、右のような説明書の記載と比べて格段に強く消費者の注意を惹くものであ
ることは明らかであるから、右のような説明書の記載が外国国旗の表示による前記
誤認を打ち消しあるいは減殺させることはないというべきである。したがって、右
被告らの主張も採用することができない。
（三）　以上によれば、本件商品に付された本件表示は、いずれも、不正競争防止
法二条一項一〇号にいう原産地誤認表示に該当するというべきである（なお、原告
は、同法九条違反をも問題にするが、同条は同法三条の差止請求の対象たる「不正
競争」を規定するものではない。）。
３　前記第二の一３記載のとおり、被告らは、平成七年一月三一日をもって、本件
表示のうち外国国旗の表示の使用を中止し、その後はこれらの表示を変更した表示
を付した新商品を販売しているところ、被告らは、平成七年一月三一日をもって本
件表示を付した本件商品の製造販売を止めたから、原告の差止請求は理由がないと
主張し、乙第二号証には被告ワイ・エス・パークが本件表示を付した本件商品を復
活製造販売する可能性は全くない旨の同被告専務取締役飯室好造の陳述が記載され
ているが、本件表示は原産地誤認表示に当たらないとして争うその応訴態度等に照
らし、被告らが本件表示を使用するおそれは、依然存するものといわなければなら
ない。
　そして、原告は、被告らの競争事業者であり、公正な条件の下で営業活動を行う
利益を侵害されるおそれがあるものとして不正競争防止法三条にいう「営業上の利
益を侵害されるおそれがある者」に当たるというべきである。
　したがって、被告らに対し、本件表示を商品ヘアピンに付し、本件表示を付した
本件商品を販売することの差止を求める原告の請求は理由があるというべきであ
る。但し、被告ワイ・エス・パークは本件表示を付した本件商品の企画・立案を行
い、被告五力工業はその製造をしているので、本件表示を付する行為をしていると
評価できるが、被告井田両国堂及び被告高島屋が本件表示を付する行為をし、ある
いはそのおそれがあると認めるに足りる証拠はないから、同被告らに対し、右行為
の差止を求める請求は理由がない。
二　争点２（原告は、被告らによる本件商品の販売によって損害を被ったか。被っ
たとすれば、その額いかん）について
１　原告は、ヘアピンを製造して株式会社ラッキーコーポレーションやツバキ株式
会社等に販売し、これらの会社がパッケージを施して商品として完成したうえ自社
の名前で問屋から小売店を通じて消費者に販売しているところ（したがって、原告
が完成した商品を原告の名前で販売したり、原告のブランド名を付けたりすること
はない。）、証拠（甲第八号証の１ないし１３、第三ないし第六号証の各１ないし
１２、第七号証の１ないし１４、第九号証の１ないし２６）によれば、平成元年か
ら平成七年までの間の各一年間における原告製造の一般市場向けヘアピンの売上高
の変遷は、第三の二【原告の主張】１記載のとおりであることが認められる。
２　これによれば、原告製ヘアピンの売上高は平成二年を境に年々減少しているこ
とが認められる。そして、弁論の全趣旨によれば、被告高島屋を除く被告らが本件
表示を付した本件商品の販売を開始したのは、原告主張のとおり平成二年ころであ
ると認められる（被告高島屋を除く被告らは、本件商品の販売開始時期を明らかに
しない。）ので、本件商品の販売が開始された後に原告製ヘアピンの売上げが減少
しはじめたということができる。
　しかしながら、もともとヘアピン業界は、原告のほか被告五力工業を含む数社が
市場を分けあっており、（証人【Ａ】）、消費者が本件商品を選択していなければ
原告製ヘアピンを選択していたはずであるという関係にあると認めるに足りる証拠
はない（証人【Ａ】は、平成二年までのシェアは、原告が約六〇％、川北ヘアピン
が約二〇％、被告五力工業が約一〇％で長期間一定していたと認識していると証言
し、甲第二二号証にも同証人による同旨の陳述の記載があるが、これを裏付ける的



確な証拠はない。）。
　また、本件全証拠をもってしても、本件商品に付されていた外国国旗を含む本件
表示により消費者が本件商品を当該外国産と誤認したが故に本件商品を選択、購入
したとの事実を認めることはできない。むしろ、原告製ヘアピンの場合は、株式会
社ラッキーコーポレーションやツバキ株式会社等がケースに入れて自社の名前で販
売しているにすぎず（甲第一〇号証、検乙第二ないし第四号証）、原告自身、営業
活動はほとんどしていない（証人【Ａ】）のに対し、前記一１認定の事実及び弁論
の全趣旨によれば、本件商品の場合、個々のヘアピンの種類毎に、端的にそのセー
ルスポイントを示す文言を目立つように表示したシールを貼付し、ピンの特徴を詳
しく記載し具体的な使用方法をイラスト入りで説明した説明書を透明の包装袋の裏
面側に外から見えるように入れているとともに、単品をばらばらに販売するのでは
なく、多くの種類のヘアピンを集めて、店舗において一五種類ないし三五種類のも
のをワンセットにして一度に展示できるディスプレイ資材を使用して消費者が選択
しやすいように展示していることが認められ、これらの点は、従前のヘアピン業界
にはなかったことであり（証人【Ａ】）、企画の独創性が認められる（乙第三、第
四号証）ので、本件商品の購入動機はこれらの点にあるということも可能である。
　したがって、本件商品の販売が開始された後に原告製ヘアピンの売上げが減少し
はじめたからといって、直ちに、本件商品に本件表示が付されていたことと原告製
ヘアピンの売上げの減少との間に相当因果関係があるということは困難である。
３　以上のように、被告らが本件表示を付した本件商品を販売したことによって現
実に原告が損害を被ったと認めるに足りる証拠はないから、被告らに対し損害賠償
を求める原告の請求は理由がないといわざるをえない。
第五　結論
　よって、主文のとおり判決する。
（裁判官　水野武　田中俊次　小出啓子）
別紙商品目録２ないし２６（省略）
商品目録１
＜３２０５６－００１＞
＜３２０５６－００２＞


